　　　　特定非営利活動法人

外国人医療センター　第12回　総会次第
日時：2013年6月9日（日）14：00～
場所：日本特殊陶業市民会館会議室
１．開会挨拶（理事長）

２．議長の選出

３．総会成立の確認

　　　（出席者　　　人、　委任状　　　人、　計　　　　　人、　正会員　　　　　人）

４．議事録署名人の選任

５．議事

　
第1号議案　2012年度事業報告

第2号議案　2012年度決算報告
第3号議案　役員選定

第4号議案　2013年度事業計画

第5号議案　2013年度予算計画

６．閉会挨拶

以上

■第1号議案■

１.センターの運営に関する事項　
1） 理事会の開催
	回数
	日時
	場所
	出席者
	議案内容

	第１回
	2012年6月3日（日）


	杉浦医院４F

名古屋労災職業病研究会事務所
	8名

委任3名
	総会報告、今後の日程、

講師派遣事業についてなど

	第２回
	2012年9月9日（日）


	外国人医療センター
事務局
	5名

委任6名
	2012年度後期の相談会、新規事業の提案についてなど

	第３回
	2013年2月2日（土）


	外国人医療センター

事務局
	6名

委任5名
	今年度の相談会実績、相談会についてボランティア間の意見交換会の実施報告、次年度の相談会の日程、総会など今後の日程についてなど

	第４回
	2013年5月11日（日）
	外国人医療センター

事務局
	6名

委任5名
	新年度事業計画、事業日程、総会についてなど


2012年度（平成24年度）理事会は、4回実施された。日程調整がつかなかったために理事全員が出席することは叶わなかったが、議案内容については、後日議事録の送付をすることで共有を図った。
理事会においては、健康相談会の運営やボランティアの確保、相談会におけるサービス内容について議論され、ボランティア間で行った意見交換会から提案された提供サービスについての検討を行った。運営資金の確保も含め、当団体の方向性や活動内容について議論された。
2） 事務所賃貸事業

2007年11月より、事務所として使用しているスペースの運営を行ってきた。2013年3月末現在の入居団体は10団体である（表1）。

【表1】NPO　STATIONの入居団体
	団体名
	代表者名
	活動内容

	名古屋CAP
	鳥居　かおり
	こどもの虐待防止活動および啓発活動

	ゼネラルユニオン
	山原　克二
	在日外国人(主に欧米人)の労働者支援

	クレサラあしたの会
	山崎　弘平
	多重債務者への支援

	女性ユニオン
	坂　喜代子
	女性労働者支援

	愛知連帯ユニオン・
名古屋反貧困ネットワーク
	元座　毅
	労働者全般の支援

	日本ヒューマン・リレーション協会
	中風　馨
	芸術

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E4%BE%A1%E5%80%A4" \o "価値の意味" 
価値のある視聴覚

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%AA%92%E4%BD%93" \o "媒体の意味" 
媒体の提供による文化の振興、コミュニケーション

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%BC%B7%E5%8C%96" \o "強化の意味" 
強化のための講演及び研修

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%A6%E3%81%B3%E3%81%AB" \o "並びにの意味" 
並びに

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0" \o "カウンセリングの意味" 
カウンセリング活動

	ATU　全トヨタ労働組合をサポートする市民の会
	近森　泰彦
	全トヨタ労働組合および、トヨタ関連の組合のない　企業で働く労働者の支援

	ASCU　がっこうユニオンあいち
	鈴置　一夫
	学校労働者の支援

	キャンヘルプタイランド
	伊藤　剛史
	タイの貧困地域のこどもたちへの支援

	アムザ林檎の会
	竹内　彰一
	医療過誤とされる問題を法的・医療的な立場に基づいて情報・意見を提供


２.センターの活動に関する事項　
１）外国人無料健康相談会事業
2012年度は、相談会を11回実施した。相談者数は合計で283名であり、前年と比較すると150％の増加であった。当事業は通算180回、延べ2,776名の相談者となった。

2012年度はブラジル人学校の児童/生徒の健診をエスコーラ・サンパウロ（安城市、4月実施）とコレージオ・ブラジル・ジャパン（名古屋市、6月実施）の二校で実施した。エスコーラ・サンパウロでの児童/生徒健診が教師や保護者を合わせて63名と多数であったことから相談者数も大幅に増加した結果となった。
健康相談会においては、身体測定や検尿検査、胸部レントゲン検査、血圧測定、看護師による問診、医師や歯科医師による相談を実施した（5月と12月実施の名古屋国際センターにおける相談会では、会場にレントゲン車を設置できない理由から、胸部レントゲン検査を実施せず）。ブラジル人学校の児童/生徒への健診では上記の検査・相談に加えて、視力検査と聴力検査、心電図検査を行った。

1月を除いてほぼ毎月実施された健康相談会は、多くのボランティアの参加協力のもとで実施された。参加ボランティアは、医師や歯科医師、保健師、看護師、介護福祉士など医療従事者だけでなく、通訳や一般社会人、学生といった幅広い職種であった。各相談会の実施日と共催団体、相談者数、ボランティア数については表2、協賛団体および後援団体については表3に示した。

【表2】外国人無料健康相談会の実施日及び共催団体、会場、相談者数とボランティア数
	通算回数
	日付
	共催団体（相談会会場）
	相談者数
	ボランティア数

	第170回
	4月8日
	エスコーラ・サンパウロ

（安城市・作野公民館）
	63
	30

	第171回
	5月13日
	名古屋国際センター（名古屋市・同）
	8
	10

	第172回
	6月24日
	コレージオ・ブラジル・ジャパン

（名古屋市・同）
	11
	21

	第173回
	7月22日
	ふくらの会
（江南市・江南団地集会所）
	41
	25+

ふくらの会スタッフ

	第174回
	9月2日
	刈谷市国際交流協会

（刈谷市民交流センター）
	19
	22

	第175回
	9月30日
	春日井国際交流協会

（春日井市・鳥居松ふれあいセンター）
	29
	19

	第176回
	10月28日
	犬山国際交流協会

（犬山国際観光センターフロイデ）
	34
	19

	第177回
	11月18日
	一宮市国際交流協会　
（一宮市・尾西生涯学習センター）
	20
	15

	第178回
	12月16日
	名古屋国際センター（同上）
	6
	15

	第179回
	2月24日
	みこころセンター（名古屋市・同）
	28
	28

	第180回
	3月24日
	岩倉市国際交流協会

（岩倉団地集会場）
	24
	21

	合計
	283
	225


【表3】協賛団体及び後援団体

	協賛団体
	医師派遣：一宮市医師会、刈谷医師会、愛知県保険医協会
検診車配備及び検査：財団法人名古屋公衆医学研究所

助成金：東海テレビ国際基金（10万円）

	後援団体
（名義のみ）
	愛知県医師会、名古屋市医師会、愛知県保険医協会、愛知県歯科医師会、
名古屋市歯科医師会、愛知県看護協会、愛知県民主医療機関連合会


■外国人無料健康相談会の結果
本年度実施の外国人健康相談会に来場した16歳以上の相談者217名の属性と健康状況について表4と表5に示した。
2012年度の健康相談会は、前年比149％増の283名であった。16歳以上の相談者217名の集計結果を前年と比べてみると、性別では男性が28.9％→34.6％と増加が見られた。年齢層別にみると、30代が31.6％→34.6％、20代20.3％→26.7％、40代21.5％→24.9％と増加しており、50代が19.6％→9.7％、60代3.8％→2.8％で減少していた。国籍別にみると、ブラジル17.1％→15.7％、フィリピン19.0％→16.6％、ペルー8.9％→6.5％、アジア地域13.9％→13.4％、欧米豪5.7％→3.2％と減少が見られた一方で、中国31.0％→32.3％とアフリカ地域0.6％→6.0％で増加がみられた。健康保険の加入者については、72.3％→77.0％で増加していた。

相談者の相談希望については、医師との相談と回答したものが70.2％を占めた。検査結果については、BMI測定で肥満と判定されたものが42.9％という高い結果であった。血圧についても、20代-40代の相談者が占める中で17.6％という結果であった。これらのことから、当相談会に生活習慣病のリスクの高い相談者が多いことが考えられる。

歯科相談結果については、プラークや歯石のチェックで歯科受診を勧められたものが48.3％と、多い結果であった。結果には示していないが、虫歯と診断された相談者も多く見られた。相談会では、歯科受診の勧めだけにとどまらず、歯みがき指導も必要な支援であるといえる。

病状が進行していても健康保険に加入していない相談者に対して、日本の健康保険制度および補助について説明、加入を勧めて医療機関に受診できるよう対応を行ってきた。しかしながら加入が困難な状況にある相談者に対しては、愛知県で無料・定額診療制度を実施している協力医療機関に受診するといった対応を本年度より実施した。担当ソーシャルワーカーに相談者情報を事前に提供し、受診前に協力医院が紹介状を作成し、相談者が紹介状を持参して受診するといった受け入れ連携体制を構築した。

【表4】2012年度外国人無料健康相談会の相談者の属性
[image: image1.emf]n %

n %

男 75 ( 34.6

)

働いている 149 ( 68.7 )

女 140 ( 64.5

)

無職 37 ( 17.1 )

不明 2 ( 0.9

)

学生 6 ( 2.8 )

合計 217 ( 100.0

)

不明 25 ( 11.5 )

合計 217 ( 100.0 )

10代 3 ( 1.4

)

20代 58 ( 26.7

)

保険あり 167 ( 77.0 )

30代 75 ( 34.6

)

保険なし 38 ( 17.5 )

40代 54 ( 24.9

)

不明 12 ( 5.5 )

50代 21 ( 9.7

)

合計 217 ( 100.0 )



60代以上 6 ( 2.8

)

合計 217 ( 100.0

)

ある 144 ( 66.4 )

ない 43 ( 19.8 )

中国 70 ( 32.3

)

不明 30 ( 13.8 )

ブラジル 34 ( 15.7

)

合計 217 ( 100.0 )



フィリピン 36 ( 16.6

)

ペルー 14 ( 6.5

)

会社 35 ( 24.3 )



スペ語圏南米 9 ( 4.1 ) 母国 29 ( 20.1 )

欧米 7 ( 3.2

)



日本の医療機関 29 ( 20.1 )

アジア 29 ( 13.4

)

MICAの相談会 19 ( 13.2 )

アフリカ 13 ( 6.0

)

市の健診 9 ( 6.3 )

日本 5 ( 2.3

)

その他 22 ( 15.3 )

合計 217 ( 100.0

)

不明 1 (

0.7

)

合計 144 (

100.0

)

最後に受けた健診の場所（n=144)

就労状況 性別

年代

国籍

健康保険

生涯の健康診断受診経験


【表5】相談者の健康状況
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医師相談 127 ( 70.2

)

プラーク多い 25 （ 13.9

）



血圧測定 63 ( 34.8

)

プラーク少ない 76 （ 42.2

）



歯科相談 62 ( 34.3

)

なし 23 （ 12.8

）



身体測定 59 ( 32.6

)

不明 56 （ 31.1

）

検尿 55 ( 30.4

)

合計 180 （ 100.0

）

健康診断 31 ( 17.1

)

その他 7 ( 3.9

)

歯石多い 34 （ 18.9

）

歯石少ない 66 （ 36.7

）

現在通院している 51 ( 23.5

)

なし 28 （ 15.6

）

通院していない 150 ( 69.1

)

不明 52 （ 28.9

）

不明 16 ( 7.4

)

合計 180 （ 100.0

）

合計 217 ( 100.0

)

歯肉炎あり 31 （ 17.2

）

標準 99 ( 45.6

)

なし 149 （ 82.8

）

肥満 93 ( 42.9

)

合計 180 （ 100.0

）

やせ 6 ( 2.8

)

不明 19 ( 8.8

)

異常なし 18 （ 10.0

）

合計 217 ( 100.0

)

受診の勧め 87 （ 48.3

）

歯みがき指導 24 （ 13.3

）

正常 168 ( 77.4

)

経過観察 21 （ 11.7

）

高血圧 38 ( 17.5

)

医療機関紹介 3 （ 1.7

）

不明 11 ( 5.1

)

その他 31 （ 17.2

）

合計 217 ( 100.0

)

異常なし 23 ( 14.2

)

経過観察 62 ( 38.3

)

受診の勧め 42 ( 25.9

)

紹介状あり 28 ( 17.3

)

医療機関紹介 24 ( 14.8

)

食事・運動など生活指導 41 ( 25.3

)

その他 11 ( 6.8

)

相談結果：医師の対応（複数回答）（n=162)

歯科相談結果：プラーク（n=180)

歯科相談結果：歯石

歯科相談結果：歯肉炎

歯科相談結果の対応（複数回答）

相談者の相談希望（複数回答）（n=181)

現在の通院状況

検査結果：BMI

検査結果：血圧


■外国人無料健康相談会の意見交換会の実施
1990年度からほぼ毎月実施してきた健康相談会を振り返り、良い点や改善したほうが良い点についてボランティアの方たちと協議することを目的に、意見交換会を実施した。2013年1月26日の意見交換会では、13名のボランティアに出席いただき、健康相談会がボランティアにとって参加しやすい活動となっているか、取り組みやすい活動となっているかを軸にして、改善したほうが良い点については解決策を話し合った。意見交換会で提示された意見や解決策については、事務局が次の相談会に反映されるよう業務を行い、相談会時に参加ボランティアから変更部分について随時評価コメントをもらうようにした。
ボランティア間で積極的な意見や提案が持ちあがったことから、健康相談会のさらなる改善に向けて今後も継続して行う予定である。
【表6】意見交換会で話し合った変更点と改善内容

	変更点
	改善内容

	問診票
	· 本人詳細⇒家族詳細⇒生活習慣･･･といったように質問項目の順序を変更した。

· 歯科問診の箇所については、重複部分を削除し、歯科医師の記入欄に相談内容を移動し、結果詳細をチェックするように改変した。

· 内科問診の箇所については、医師の記入欄に結果詳細をチェックするように改変した。

	骨密度結果表
	· 骨密度の結果の見方が紛らわしく説明が難しいことから、結果部分を削除した。

· 平均値を記載することも検討しあったが、世界基準がない項目もあるために削除した。

· ＢＭＩ結果を中心にすることとし、骨密度なしの測定器に変えることとした。

· 結果表は、身長･体重･血圧･検尿･医師相談の一連の結果をまとめ相談者に渡し、参考にしてもらうこととした。

	相談者への対応
	· 検査や看護師問診を待つ相談者への対応として、ボックスを用意して、問診票を入れて待機してもらうように対応を考えた。


２）保健医療情報提供事業
事務局を開局している火曜日と木曜日、土曜日に保健医療に関する情報提供支援を電話やメールで行ってきた。対応言語は主に日本語だが、在駐スタッフによって英語、ポルトガル語で対応した。2012年度は23件の問合せがあり、前年比の32.3％減であった。保健医療に関する相談の対応の詳細を表7に示した。
問合せの詳細を見ると、性別については男性が多かった。相談者本人による問合せ（26.1％）よりも相談者の家族（30.4％）の方が多く、相談者の知人友人は21.7％であった。相談者の国籍はブラジル（39.1％）が最も多く、対応言語は日本語（56.5％）が最も多く、ポルトガル語（21.7％）、英語（13.0％）、スペイン語（8.7％）であった。健康保険の加入状況については、保険がないものが47.8％と最も多かった。
問合せ内容については、医療機関の紹介（30.4％）が最も多く、次いで病状について（26.1％）、治療費について（13.0％）であった。これらの結果から、当事業の利用者は、数が少ないが、健康保健未加入による医療情報を求める集団ではないかと考えられる。健康保険に加入していない相談者に対して、日本の健康保険制度及びサービスについて説明し、加入を勧めながら医療機関に受診できるよう対応を行ってきた。しかしながら加入が困難な相談者に対しては、前述したとおり、愛知県で無料・定額診療制度を実施している協力医療機関と協力医院との受け入れ連携体制を構築。しかしながら無料・定額診療制度を実施している医療機関が愛知県では限られているため、近隣県で同制度を実施している医療機関との連携体制の構築が必要であると考えられる。
【表７】保健医療に関する相談の対応詳細

[image: image3.emf]問合せ方式 ％ 対応言語  ％

電話 19 ( 82.6 ) 日本語 13 ( 56.5 )

メール 2 ( 8.7 ) 英語 3 ( 13.0 )

来訪 2 ( 8.7 ) ポル語 5 ( 21.7 )

合計 23 ( 100.0 ) スペイン語 2 ( 8.7 )

性別  合計 23 ( 100.0 )

男性 12 ( 52.2 ) 健康保険の有無

女性 10 ( 43.5 ) あり 6 ( 26.1 )

不明 1 ( 4.3 ) なし 11 ( 47.8 )

合計 23 ( 100.0 ) 不明 6 ( 26.1 )

問合せ者と相談者の関係  合計 23 ( 100.0 )

相談者本人 6 ( 26.1 ) 相談内容（複数回答）

相談者の家族 7 ( 30.4 ) 相談会について 2 ( 8.7 )

相談者の友人知人 5 ( 21.7 ) 医療機関紹介について 7 ( 30.4 )

外国人支援団体 1 ( 4.3 ) 治療費について 3 ( 13.0 )

その他 4 ( 17.4 ) 病状について 6 ( 26.1 )

合計 23 ( 100.0 ) 受診する診療科目について 1 ( 4.3 )

国籍  通訳翻訳について 2 ( 8.7 )

ペルー 3 ( 13.0 ) 外国人支援について 1 ( 4.3 )

ブラジル 9 ( 39.1 ) その他 2 ( 8.7 )

日本 1 ( 4.3 ) 対応内容（複数回答）

中国 2 ( 8.7 ) 相談会の日程 2 ( 8.7 )

フィリピン 1 ( 4.3 ) 医療機関の紹介 10 ( 43.5 )

アジア 4 ( 17.4 ) 外国人支援団体の紹介 3 ( 13.0 )

アフリカ 2 ( 8.7 ) 医療に関する情報提供 2 ( 8.7 )

不明 1 ( 4.3 ) その他福祉制度に関する情報提供 1 ( 4.3 )

合計 23 ( 100.0 )


３）愛知県救急医療情報システム（株式会社　NTTデータ 委託事業）

2004年6月より稼動した愛知県救急医療情報システムは、電話およびFAXによる情報提供サービスで、外国語による音声案内および音声認識により、希望する医療機関の情報を得ることができるシステムとなっている。医療機関名や住所変更、市町村合併などに対応すべく、音声案内の編集などのメンテナンスを行っている。

ホームページアドレス：　http://www.qq.pref.aichi.jp/qq/qq23tpmn_lt.asp

（英語版は、Foreign　Resident’s　Guideをクリック）　

外国語案内：050-5810-5884 （英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、韓国語）

４）広報事業

①MICA通信の発行
MICA通信は、当団体の活動を理解してもらい、会員や寄付金などの経済的支援、ボランティアの確保といった技術的支援を得るための広報として位置づけている。健康相談会の日程や相談会の状況、参加ボランティアの声などを掲載し、紙冊子のほかメーリングリストやFAXなどで会員・ボランティアなどに発信してきた。
②ニュースレターの発行
ニュースレターは、MICA通信と同じ主旨で作成されており、当団体の1年間の活動内容と成果を会員やボランティア、関連団体に発信してきた。会員やボランティアによる当団体への参加目的や個人的立場からの活動の取り組み・感想などを掲載した。
③インターネットによる団体と支援活動の配信
インターネットによる広報活動については、情報を送る対象を二タイプに分けて行ってきた。一つは当団体の活動を支援してくれる人を対象として、会員やボランティアを集めるための広報活動である。ボランティアの協力を定期的に得ながら、健康相談会の日程や会場へのアクセス、報告等情報を当団体のブログで随時更新した。その他にも事務局にきているボランティアの様子を写真とともに掲載したりと、当団体の取り組みを紹介した。
もう一つの対象は外国人である。ポルトガル語やスペイン語、英語などといった多言語版のＨＰを用意するほか、Facebookを活用して相談会情報を多言語で随時発信した。
会員やボランティア、当団体の活動に関心を持つ人、健康に問題や不安を抱える当事者が、インターネットで発信する情報に触れることで、当団体の活動を支援、もしくは利用できるような広報活動を行った。
当団体ＨＰでは引き続き問診票英語版、薬局用問診票サンプルを外国人患者とのコミュニケーション・ツールの一つとして公開している。
ホームページの活動日誌(ブログ)：　http://npomica.jimdo.com/
ホームページアドレス：　http://www.h6.dion.ne.jp/~mica/
Facebookアドレス：　http://www.facebook.com/#!/mica.japan　

④イオン　幸せの黄色いレシートキャンペーン

当キャンペーンは、イオン株式会社の社会貢献活動の一環として、地元のボランティア団体を支援する目的で実施されている。毎月11日のイオン・デーに、地域のボランティア団体などの名前と活動内容を書いた投函BOXが設置され、レジ精算時に受け取った黄色いレシートを、応援したい団体の投函BOXへ入れると、購入金額合計の1％が地域ボランティア団体などに希望する品物で寄贈されるしくみとなっている。

本年度は、有松店5,200円、八事店22,500円の寄付を受け、主に無料健康相談会に係る検査関連消耗品や事務用消耗品寄贈いただいた。

BOX設置店：　有松店、八事店

⑤外国人医療センター感謝パーティー

　　　日時：2013年2月24日（日）　　会場：ホテルグランコート　カフェ・レストラン『オーキット・ガーデン』

　　　参加者数：38名

　　　外国人医療センターに協力いただいている会員、ボランティア、団体関係者を対象に、感謝パーティーを実施。日ごろより協力していただいている会員やボランティアとの交流を図ることができた。

６）その他
①研修会・講習会への講義実施

関係団体等からの依頼を受け、当センターの活動紹介などを行った。
	日時
	場所
	催事名等
	主催者・依頼者
	担当
	内容

	6月１１日
	全国市町村国際文化研修所
（滋賀県）
	消防職員コース
災害時に外国人を要援護者にしないために
	財団法人
全国市町村研修財団
	川口
	外国人の現状
関する講義

	７月１７～

25日
合計６回
	名古屋市立大学看護学部、

MICA事務所、
江南団地集会所
	在日外国人の健康問題を考える研修
	名古屋市立大学看護学部
	高久
起橋
藤田
	外国人医療の現状
及び
健康相談会での実習

	8月5日
	愛知大学車道キャンパス
	愛知県医療通訳派遣システム

通訳養成研修
	愛知県地域

振興部国際課

多文化共生室
	藤田
	外国人の医療問題

について

	10月28日
	犬山国際観光センターフロイデ
	コミュニティ通訳養成講座
	犬山国際交流協会
	藤田
	・外国人の医療問題
・医療通訳実践研修

	11月14日
	岐阜県

国際センター
	岐阜県

医療通訳養成事業
	多文化共生

センターきょうと
	藤田
	病態生理

	2013年

3月10日
	緑区役所
	みどり多文化交流会
	名古屋

国際センター
	西野
藤田
	外国人への血圧測定及び健康相談


■第３号議案　　役員選定■
理事会より、以下の提案を行う。

１）役員選定について
　　　　定款の規定に従い、以下の役員選定を行う。
	役職名
	氏名
	

	理事長
	岡本　志麟

(2013年度より)
	再任

	副理事長
	森田　興二
	再任

	理事
	山田　悦代
	再任

	理事
	市川　誠一
	再任

	理事
	川口　レオ
	再任

	理事
	渋谷　俊昭
	再任

	理事
	宮崎　　真
	再任

	理事
	森　　亮太
	再任

	理事
	水谷　聖子
	再任

	理事
	藤田　紀見
	再任

	理事
	伊藤朝日太郎
	新任

	監事
	鈴木　春美　　
	再任

	名誉理事
	村地　俊二
	再任


なお、長期にわたり理事を務め、外国人医療センターの活動に貢献した小島洋彦氏は、2012年度にて、理事退任とする。

■第4号議案　2013年度事業計画■
１）外国人無料健康相談会事業　　

当外国人医療センターの主要事業である外国人無料健康相談会については、本年度も月1回の実施を予定しており、共催団体等と随時調整を行っている。外国人支援団体との共催により、通訳ボランティアの確保しやすい状況になりつつあるが、医療関係ボランティアの確保が困難な現状となっている。特に、医師、歯科医師、看護師ボランティアの確保は重要な課題である。関連団体やボランティアなどの協力により、医療関係者を中心に人材確保にも努めていく方針である。
1 必要経費について

交通費：ボランティア交通費（一回につき原則1,000円）
その他、検査代、機材・資材運搬代、会議費、会場費、検査・事務消耗品、通信費、駐車場利用料、広報費、現地調査費など

2 協力・後援について

協力：財団法人名古屋公衆医学研究所（検診車配備）、愛知県保険医協会（医師派遣）

後援団体（承認済もしくは申請中）：
愛知県医師会、名古屋市医師会、愛知県歯科医師会、名古屋市歯科医師会、
愛知県保険医協会、愛知県看護協会、愛知県民主医療機関連合会
	回数(通算）
	日時
	会場（市）
	共催団体

	第181回
	2013年4月21日
	名古屋市港区9番団地
	コレージオ・ジャパン

	第182回
	5月19日
	作野公民会館（安城市）
	エスコーラ・サン・パウロ、
エスコーラ・エスプレサオ

	第183回
	6月23日
	豊田市生涯学習センター保見交流館（豊田市）
	エスコーラ・ネクター、
エスコーラ・ピンタンド・オ・セッチ

	第184回
	7月21日
	江南団地（江南市）
	ふくらの会

	第185回
	8月25日
	名古屋国際センター
	名古屋国際センター

	第186回
	9月29日
	鳥居松ふれあいセンター
	春日井国際交流協会

	第187回
	10月
	犬山国際観光センターフロイデ
	犬山国際交流協会

	第188回
	11月17日
	尾西生涯学習センター（一宮市）
	一宮市国際交流協会

	第189回
	12月8日
	刈谷市国際交流協会
	刈谷市国際交流協会

	第190回
	2014年1月26日
	名古屋国際センター
	名古屋国際センター

	第191回
	2月
	みこころセンター（名古屋市）
	みこころセンター

	第192回
	3月
	岩倉団地集会場（岩倉市）
	岩倉市国際交流協会


2）愛知県のブラジル人学校の児童/生徒への健康相談事業　（2013年度あいちモリコロ基金事業）
愛知県内には、学校として県の認可を受けていないブラジル人学校が多数存在している。ブラジル人学校に通う子供たちは1歳から19歳までと幅広く、小中学校で受けているような健康診断を受けていない現状にある。このような背景から、本年度は、愛知県内にあるブラジル人学校の児童/生徒への健康相談事業をあいちモリコロ基金より助成を受けて実施することとした。
対象学校：
愛知県内のブラジル人学校5校（予定）の児童/生徒、教員、保護者　200名概算

健診の日程：・4月21日、コレージオ・ブラジル・ジャパン（名古屋市）

・5月19日、エスコーラ・サンパウロ、エスコーラ・エスプレサオ（安城市）
・6月23日、エスコーラ・ネクター、エスコーラ・ピンタンド・オ・セッチ（豊田市）

検診項目6歳以上：身長体重測定、視力検査、聴力検査、尿検査、レントゲン検査、歯科検査、聴診

5歳以下：身長体重測定、歯科検査、聴診
3）保健医療情報提供事業

継続事業として、2013年度も事務局が運営する火･木･土曜日13:00～17:00の間で電話やメール、Fax等で対応を行う。健康保険未加入者への対応としては、健康保険制度及びサービスの認知促進、加入を推進する。また加入が困難な者への対応にあたって、無料・定額診療制度を実施している協力医療機関との連携受け入れ体制の充実を図る。
4）愛知県救急医療情報システムに関する事業　㈱NTTデータ委託事業

当事業は2003年12月からの継続事業となっている。愛知県救急医療情報システムは、インターネットや電話、FAXを活用して医療情報を提供するシステムで2004年6月より稼動している。システムの特徴は以下のとおり。

・音声認識技術の活用（利用者が話した地名・駅名を認識して、最寄りの医療機関を紹介）

・５言語（英語・ポルトガル語、スペイン語、中国語、韓国語）の対応

市町村合併や医療機関名、住所などの変更があることから、電話ガイダンス修正・整備作業（翻訳、録音、確認等）、ホームページ情報掲載管理が本年度も継続して実施する。また、NTTデータとは適宜情報交換などを行い、システムの充実を図るための提案を行っていく。
5）広報

広報活動として、本年度も以下の広報を継続する予定である。
1 MICA通信：毎月1回発行予定
2 ニュースレター：年1回発行予定
3 インターネットによる広報
・MICAのHP上で健康相談会に関する情報の公開、活動の紹介など随時更新

・FacebookのMICAページにて外国人対象に健康相談会についての情報を随時発信、ボランティア募集の案内など

4 イオン　幸せの黄色いレシートキャンペーン
・BOX設置店：有松店、八事店
6）その他

1 研修会・講習会への講義実施
7月に名古屋市立大学看護学部にて学部生対象に在日外国人の健康問題を考える研修の実施予定
PAGE  
9

